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金　　　正　勳（萩原教授）「 A Fundamental Study of Compression Operators on the Function 
Space　L∞ ［0, h）and Its Application」
compression 作用素がむだ時間系とサンプル値系の共通の切口となっていることに着目し、この作用



















































































送り手と受け手が協調した P2P エネルギー伝送を提案し、実際に双方向 AC-DC コンバータを試作す
ることにより、その動作の検証を行った。協調を担う通信ネットワークにおける遅延に対してもロバス
トな手法を提案し、その有効性を確認した。





























山　口　　　瞬（掛谷准教授）「 La1－ xSrxMnO3/YBa2Cu3O7－δ 強磁性超伝導エピタキシャル 2層膜の
作製と近接効果に関する研究」





高温超伝導体 Bi2201 について巨視的量子トンネル現象を観測した。Bi2212 と同様に、固有ジョセフ






















足　立　亘　平（木本教授）「 電気化学エッチングを用いた高Q値単結晶 4H-SiC マイクロカンチレバ
ーの作製および共振特性の評価」











金　子　光　顕（木本教授）「 成長初期に着目したSiC 基板上 AlN 成長層の貫通転位低減とコヒーレン
ト成長AlN 層の物性評価」

















































































































鈴　木　規　央（藤田教授）「 コランダム構造酸化ガリウム系混晶デバイスに向けた（In, Ga）2O3 薄膜
の結晶成長と評価」
コランダム構造ワイドギャップ半導体系のヘテロデバイスを目的に、バッファを用いたコランダム型









語知識は、Web テキストにおける共起頻度と、国語辞典や Wikipedia における名詞の説明文章から獲
得した。応用として語義曖昧性解消と複合名詞分割の実験を行い、有効性を示した。























陳　　　　　鳳（松山教授）「 Supervoxel-based Real-world Full 3D Shape Reconstruction from Multi-





寧　　　　　薇（松山教授）「 Real-time View-dependent Shape Optimization with GPU for High-
quality Rendering of 3D Video（GPUを用いた実時間視点依存型形状最
適化による 3次元ビデオの高精細レンダリング）」

























趙　　　　　欧（村田准教授）「 Sum Rate Analysis of MU-MIMO in Centralized and Distributed Antenna 















RoF を適用した無線 LAN システムにおいて、NAV 期間を延長してスループット特性を改善する方
式を提案した。また、AP が排他的に送信することで上下フレームレート比を目標値に近づける方式を
提案した。さらに、計算機シミュレーションによってその効果を示した。




































張　　　詩　翼（佐藤（高）教授）「 Stem Selection Methods for Fast Statistical Static Timing Analysis 






手法と比較して、分散の誤差を 1.87% 以内に抑えつつ 19 倍の高速化を達成した。
奥　畑　英　祐（佐藤（高）教授）「 RF エナジーハーベスティングのための 2.4GHz 帯超低電圧整流昇圧
回路」
高周波、小電力の電波を入力とすることができる、pMOS 代替ダイオードを用いた LC 共振整流昇圧



























































































































上　岡　壮　平（中村（祐）教授）「 ヘリオトロン JにおけるO-X-B モード変換を用いた電子バーンシ
ュタイン波加熱・計測に対する有限ベータ効果」
ray-tracing コード KRAY と、三次元 MHD 平衡計算コード VMEC と組み合わせることにより、
O-X-B モード変換による有限ベータ平衡を考慮に入れた電子バーンシュタイン波（EBW）加熱の解析

















元　林　　　敬（白井教授）「 Characteristics of Hybrid Offshore-wind and Tidal Turbine Generation 






山　邉　健　太（白井教授）「 Characteristics Analysis of Transformer Magnetic Shielding Type 






大　浦　洋　祐（白井教授）「 Heat Transfer Characteristics of Liquid Hydrogen and Over-Current 



























より、1 × 1020m-3 程度の高密度域でも 1μs 以下の時間分解及び 30mm 以下の空間分解能を持つ高精度電
子密度計測装置を構築した。
佐　野　　　匠（佐野教授）「Heliotron J におけるファラデーカップ型損失高速イオンプローブの開発」





中緯度電離圏に現れる擾乱現象を調べた。2013 年 7 月 20 日の夜間、地上の GPS 受信機網が電離圏電
子密度の水平変動を捉えている間に JAXA 内之浦宇宙空間観測所から観測ロケット 2 機を打上げた。


















杉　山　　　肇（大村教授）「 Linear Dispersion Analyses of Plasma Wave Instabilities driven by 
















よび高 Q 値化による効率向上を図った。実測の結果、整合線路インピーダンスを 80Ω とすることで、




抵抗 220 Ωにおいて RF-DC 変換効率 45.3% が得られた。
松　室　尭　之（篠原教授）「球形誘電体共振器を用いた実効的大開口径を持つ小型アンテナの基礎研究」
小型な物理的サイズと高い指向性利得を両立したアンテナを実現する新たな方法として平面波の球面
波展開という手法に着目し、球面波合成の原理に基づいた小型高利得アンテナの実現方法を検討した。
合成球面波の生成に必要な多重極波源として、多層球形誘電体共振器構造を提案した。
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櫛　田　将　司（小山田教授）「 海洋データ同化結果を使ったアカイカ好適生息域モデル作成支援可視
化環境の開発」
漁業従事者による手元での回遊魚好適度推定モデル開発を支援するために、携帯端末上で対話操作が
可能なシステムの開発を行った。このシステムの有効性を検証するうえで、実際のモデル開発研究者に
利用してもらって、操作容易性の観点での評価を依頼し、そのフィードバックに基づき、改良を加えた。
原　　　大　智（小山田教授）「 粒子ベースレンダリング法を用いた大規模血流解析データの適応的可
視化」
粒子ベースレンダリングでは、拡大操作時に粒子の大きさが目立ち、画質が低下することが問題点と
してあげられていた。この問題を解決するために、可視化対象領域のみをメモリに保存し、より小さな
粒子をリアルタイムに生成する手法の開発を行った。本手法の有効性を検討するために、大規模血流解
析結果の可視化に適用した。
学術情報メディアセンター
北　尾　憲　一（中村（裕）教授）「 バンド型電極を利用したEMSトレーニングにおける誘発筋電位の
解析」
筋肉を電気刺激するトレーニング（EMS）の効果や疲労を計るために、筋収縮によって起こる誘発筋
電を計測する手法を提案した。計測された M 波に筋繊維の動員、興奮の伝導速度などの変化がはっき
りと現れることがわかった。
松　井　研　太（中村（裕）教授）「輝度値の確率分布に基づいた個人視点映像からの広視野画像生成」
頭部に装着したカメラで撮影された映像を用いてシーンを俯瞰できるような広視野画像を得るための
貼りあわせ手法を提案した。輝度値の分布の持つ情報量および分布のばらつきが良い指標となることが
わかった。
